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学
校
統
廃
合
に
よ
る
廃
校
施
設
の
再
活
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

現
在
、
わ
が
国
は
急
速
な
少
子
化
に
直
面
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
児
童
・
生
徒
の
減
少
は
避
け
が
た
く
、
地
方
に
留
ま
ら

ず
都
市
部
に
お
い
て
も
学
校
統
廃
合
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
が
平
成
四
年
度
よ
り
調
査
し
公
表
し
て
い
る
「
廃
校
施
設
等
活
用
状
況
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
廃
校
に
な
っ

た
公
立
学
校
は
、
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
に
延
べ
五
千
七
百
九
十
六
校
に
上
る
。
ま
た
平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度

に
か
け
て
廃
校
さ
れ
、
建
物
が
現
存
す
る
三
千
三
百
十
校
の
う
ち
、
二
十
四
％
に
あ
た
る
七
百
九
十
四
校
に
お
い
て
活
用
予
定

が
な
い
と
し
て
い
る
。

学
校
と
は
、
わ
が
国
の
未
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
が
共
に
勉
学
や
部
活
動
に
励
み
、
人
間
性
と
社
会
性
を
養
う
重
要
な
施
設

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
社
会
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
そ
の
廃
校
後
の
運
用
次
第
に
よ
っ
て
は
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か

ね
な
い
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

「
廃
墟
」
化
し
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
廃
校
施
設
が
、
何
故
そ
の
ま
ま
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
原
因
を
示
さ
れ

た
い
。

一



二

「
廃
校
施
設
等
活
用
状
況
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
都
心
部
で
の
廃
校
施
設
は
民
間
の
積
極
的
な
出
資
に
よ
っ
て
公
的
資

金
へ
の
依
存
度
が
低
い
が
、
一
方
、
少
子
・
高
齢
化
の
顕
著
な
地
方
で
は
依
存
度
が
高
い
。
財
源
の
乏
し
い
自
治
体
で
は
再

活
用
し
た
く
と
も
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
国
と
し
て
自
治
体
へ
支
援
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

学
校
は
地
域
の
防
災
施
設
の
側
面
も
担
っ
て
い
る
が
、
統
廃
合
後
「
廃
墟
」
化
し
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
地
域

住
民
に
も
た
ら
す
公
益
を
大
き
く
損
な
う
こ
と
と
な
る
。
一
刻
も
早
い
再
活
用
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣

の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


